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気持ちを言葉にすること 

校長 瀧谷 典子 

子ども同士のトラブルについて話を聞いていくと、その発端に、攻撃的な言葉が使われていることも少

なくありません。先生の前では言わなくても、子ども同士の会話の中で、「キモい」「しね」など、人を深

く傷つける言葉が使われているのを知ると、とても悲しい気持ちになります。 

言われた子はもちろん、周りで聞いている子どもたちも、「次は自分が言われるかもしれない」と不安に

なったり、「どうせ言っている人は変わらない」とあきらめの気持ちを抱いたりしているかもしれません。 

また、「あんな言い方は嫌だな」と感じながらも、強い言葉が当たり前のように飛び交う空気に、少しず

つ心が慣れてしまうこともあります。 

安心できる学校とは、「嫌だった」「悲しかった」と安心して言える学校であり、その気持ちを受け止め

てもらえる学校なのではないかと思います。子どもたちは、まだ成長の途中にいます。悔しい。腹が立

つ。寂しい。わかってほしい。そんな感情を、自分でも整理しきれず、強い言葉や乱暴な態度として表し

てしまうことがあります。 

もちろん、人を傷つける言葉や行動を、そのまま許してよいわけではありません。相手が安心して過ご

せなくなるような言動については、止めていく必要があります。その上で、ただ「だめ」と叱るだけでは

なく、「なぜ、そのような言葉になったのだろう」「本当はどんな気持ちだったのだろう」と、その背景に

も目を向けながら、子どもたちがよりよい言葉で思いを伝えられるよう、一緒に考えていきたいと思って

います。 

子どもは、生まれながらに感情の表し方を知っているわけではありません。日々の大人との関わりの中

で、少しずつ学んでいきます。悲しい時に、「悲しかったね」と受け止めてもらえた経験。腹が立った時

に、「嫌だったんだね」と気持ちに名前をつけてもらった経験。失敗した時に、頭ごなしに否定されるので

はなく、「そういうこともあるよ」と安心させてもらった経験。そうした積み重ねが、「負の感情を持って

もいいんだ」「自分の気持ちは大切にしてよいものなんだ」という感覚につながっていきます。そして、

「嫌だった」「悔しかった」「悲しかった」と、相手を傷つける言葉ではなく、自分の気持ちを言葉で表現

する力へとつながっていくのだと思います。反対に、感情を否定されたり、「そんなことで怒らない」「泣

かない」「気にしすぎ」と押さえ込まれ続けたりすると、自分の気持ちをうまく扱えなくなることがありま

す。そして、その苦しさが、強い言葉や攻撃的な態度となって表れてしまうこともあります。 

これは、学校の職員の関わり方にも言えることですが、毎日の生活の中で一番関わるご家庭での言葉や

関わり方は、子どもの心に大きな影響を与えています。大人同士がどんな言葉で話しているか。子どもの

気持ちをどのように受け止めているか。嫌な気持ちになった時、どんなふうに表現しているか。子どもた

ちは、そうした大人の姿を見ながら、人との関わり方を学んでいます。大人でも、自分の感情を言葉で表

現することは簡単ではありません。本当は腹が立っているのに、「大丈夫」と言ってしまったことはありま

せんか。子どもたちが感情をうまく言葉にできないのは、特別なことではないのだと思います。 

人は成長すると、論理的に考えられるようになります。しかし、どれだけ大人になっても、私たちは感

情を持ちながら生きています。相手を言い負かしたり、コントロールしたりするのではなく、気持ちに耳

を傾けることが、安心できる人間関係につながっていくのだと思います。 

子どもたちが、負の感情も含めて、自分の気持ちを安心して表現できるように。そして、相手を傷つけ

る言葉ではなく、自分の言葉で思いを伝えられるように。学校でも、ご家庭でも、子どもたちの感情に耳

を傾けながら、一緒に育ちを支えていけたらと思います。 
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2026 年度 学校運営方針について                      

「安心して過ごせる学校」を目指して 

本校では、今年度も「えがお・あいさつ・まなびあい」を大切にしながら、子どもたちが 

安心して過ごせる学校づくりを進めてまいります。なお、本校の学校運営方針につきまして 

は、第一回学校運営協議会において説明し、承認をいただいております。 

子どもたちは、安心できる環境の中でこそ、自分の思いを伝えたり、新しいことに挑戦したり、友達

と関わったりすることができます。学校では、「安心して過ごせること」を土台にしながら、一人ひとり

が自分らしくいられることを大切にしていきたいと考えています。 

「学び合い」を大切に 

本校では、子ども同士が話し合ったり、助け合ったりしながら学ぶことを大切にしています。学習だ

けでなく、日々の生活の中でも、友達との関わりを通して思いやりや協力する力を育んでいきます。 

教職員も支え合いながら 

 子どもたちの安心を支えるためには、教職員自身が安心して働けることも大切だと考えています。 

 本校では、教職員同士が得意なことを生かし合い、互いに補い合いながら、チームで支え合うことを

大切にしていきます。一人で抱え込まず、相談し合いながら、子どもたちにより良い教育を届けられる

学校を目指してまいります。 

地域・家庭とともに 

 子どもたちの成長は、学校だけで支えられるものではありません。保護者の皆様、地域の皆様に見守

っていただき、支えていただいていることが、子どもたちの安心感につながっています。 

 登下校の見守りや学校行事へのご協力、地域での温かな声かけなど、日頃から本校の教育活動を支え

ていただいておりますことに、心より感謝申し上げます。 

 これからも、学校・家庭・地域がつながりながら、子どもたちが安心して学び、一歩ずつ成長してい

ける学校を目指してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

防災教育について 

 今年度は、防災教育や校内研究部会の取組を通して、自分の命を守ること、周囲と協力しながら行動

していくことについても、子どもたちと考えていきます。 

 

一斉下校訓練を実施しました                                

５月 25 日（月）、子どもたちが安全に登下校できるよう、一斉下校訓練を実施しました。 

今回の訓練では、各学級で、横断歩道の渡り方や道路の歩き方について確認しました。 

信号が点滅したら無理に渡らないこと、横断するときは「左右・後ろ」をよく確認する 

こと、広がらずに歩くことなどを子どもたちと確認しました。また、低学年の子どもが困っ 

ていたら、高学年の子どもたちが声を掛けたり助けたりできるようにという話もしています。 

訓練当日、下校する際は、交通量が多い場所や見通しの悪い場所など９か所に教職員が立ち、子どもた

ちの歩き方や安全確認の様子を見守りました。 

一方で、最近の登下校の様子について、地域の皆様から心配の声も届いています。例えば、 

・道いっぱいに広がって歩いてしまう 

・後ろ向きで歩く 

・鬼ごっこのように走り回りながら帰る 

・道路沿いのお宅の駐車場や柵の中に入ってしまう    といった行動です。 



こうした行動は、自分自身のけがや事故につながるだけでなく、地域の方に不安な思いをさせてしまう

ことにもなります。学校でも繰り返し指導してまいりますが、ご家庭でも「自分の身は自分で守る」とい

うことについて、ぜひ話題にしていただければと思います。子どもたちの安全は、学校だけでなく、家庭

や地域の皆様の見守りにも支えられています。これからも、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

１年生 湘南海岸の公園へ遠足に行ってきました                   

5 月 15 日（金）、気持ちのよい青空のもと、１年生が海岸の公園へ遠足に出かけました。 

１年生にとっては、小学校に入って初めての遠足です。公園までの道のりは少し長かったで 

すが、友達と声を掛け合いながら、最後までしっかり歩く姿が見られました。 

目的地までの道のりでは、ＫＦＰの皆様が、横断歩道に立って、子どもたちの安全を見守ってください

ました。子どもたちが安心して歩けるよう支えてくださる姿に、あたたかなチームワークを感じます。多

くの方に見守られながら遠足を実施できたことに、心より感謝しております。 

公園では、海からの風を感じながら、のびのびと体を動かし、広い芝生で元気い 

っぱいに遊びました。鬼ごっこをしたり、友達と一緒に遊んだりと、笑顔いっぱい 

で楽しい時間を過ごしていました。楽しみにしていたお弁当の時間には、嬉しそう 

に話しながら、おうちの方が作ってくださったお弁当を味わっていました。 

 

３年生 大和ゆとりの森へ遠足に行ってきました                  

５月 19 日（火）、よく晴れた青空のもと、３年生が「大和ゆとりの森」へ遠足に出かけました。駅まで

の道のりでは、ＫＦＰの皆様が付き添って、子どもたちの安全を見守ってくださいました。ありがとうご

ざいました。子どもたちは電車に乗って目的地へ向かい、公共の場でのマナーやルールを意識しながら周

囲に気を配って乗車していました。 

公園に到着すると、広い芝生や遊具で元気いっぱいに遊びました。鬼ごっこやドッジボール、アスレチ

ックを楽しむ子、友達と一緒にミストの近くで涼みながら過ごす子など、それぞれが笑顔で思い思いの時

間を過ごしていました。お昼には、お待ちかねのお弁当の時間です。嬉しそうにお弁当を広げ、友達と食

べる姿があちらこちらで見られました。クラスや学年の友達とたくさん遊んで、楽しい思い出ができた一

日となりました。保護者の皆様には、お弁当や持ち物の準備など、ご協力いただきありがとうございまし

た。 

 

１・２年生 「ワンツー探検」をしました                    

５月 19 日（火）、１・２年生が生活科の学習で、「ワンツー探検」を行いました。２年生が１年生を案

内しながら、学校の中を一緒に探検しました。２年生は、小グループに分かれて、図工室、図書室、保健

室、職員室、給食室、コモンスペースなど、学校のさまざまな場所を案内してくれました。「ここではこん

な勉強をするよ」「職員室では、扉の前で、自分のクラスや名前をいって、○○先生はいますか？といいま

す。」など、どんなことをするところなのか、使い方や約束を１年生にもわかりや 

すく説明していました。スタンプラリー形式で校内を回り、１年生は楽しみなが 

ら学校のことを知ることができました。２年生と手をつないで歩く姿や、優しく 

声を掛けてもらう姿もたくさん見られ、あたたかな交流の時間となっていました。 

昨年は、自分たちが案内してもらう立場だった２年生。今度は、自分たちが１年 



生に説明し、案内する姿は、頼もしかったです。給食の時間は、今も 6 年生が 1 年生の教室に来て、お手

伝いをしてくれています。上級生から温かく、優しく教えてもらい、１年生は少しずつ学校生活に慣れて

きています。 

 

子どもたちの声から生まれた「ロング昼休み」                         

５月から、月に１回の「ロング昼休み」が始まりました。これは、昨年度、児童会を中心に、「もっと学

校を楽しくするにはどうしたらよいか」を話し合う中で、子どもたちから出された提案です。月に一回掃

除をなくし、普段の昼休みよりも少し長い３０分間の休み時間にしました。 

初めてのロング昼休みの日には、校庭で元気いっぱいに遊ぶ子、友達とゆっくり話をする子、教室や図

書室で思い思いの時間を過ごす姿が見られました。 

学校をより楽しく過ごせる場所にしていこうと、自分たちで考え、提案し、形にしていく姿は、とても

素敵なことだと感じます。 

 

４年生 社会科「ごみのゆくえ」                           

４年生は社会科で市の環境事業センターの方をお招きし、家庭から出されたごみが 

どのように集められ、処理されているのかについてお話をしていただきました。特別 

に、ごみを押し込む部分の中が見えるロードパッカー車も見せていただき、子どもた 

ちは興味深そうに仕組みを見学していました。ごみは「捨てて終わり」ではなく、燃 

やしたごみが灰となり、その灰が道路をつくる材料などに生まれ変わっていることも教えていただきまし

た。さらに、リチウムイオン電池による発火事故についても教えていただきました。ゲーム機や携帯電

話、充電式の小型家電などに使われているリチウムイオン電池が、一般の燃えるごみに混ざって出される

ことで、パッカー車の中や環境事業センターで火災が起きる事故が実際に発生しているそうです。「絶対に

一般のごみに混ぜて出さないでください。」という環境事業センターの方のお話に、子どもたちも大人も真

剣に耳を傾けていました。 

 

創立８０周年記念 航空写真撮影について                    

創立８０周年の記念行事の一つとして、航空写真の撮影を予定しています。撮影は秋頃を予定してお

り、ドローンを使って校庭上空から行います。 

航空写真の図案は、運営委員会が中心となり、各クラスからアイデアを募集して決めていきます。全校

児童みんなで一つの図案を作り上げる活動となります。当日は、子どもたち一人ひとりが校庭の決められ

た場所に立ち、全校で協力して大きな絵を描きます。 

また、ＰＴＡの皆様も、子どもたちの思い出に残るような楽しい記念行事を考えてくださっています。 

 

「家庭への知らせ」の体育科の評価について                   

体育科における「保健の学習」については、校内での検討を踏まえ、本年度より、「家庭への知らせ」の

評価項目として、独立して示さないことといたしました。保健の学習そのものはこれまでと変わらずに行

いますが、限られた学習時間の中で単独の評価項目として示すことについて見直しを行ったものです。学

んだことが日常生活に生かされることを大切にしてまいります。 



６月の行事予定                                

日 曜 予    定 

授業時間数 

1

年 

2

年 

3

年 

4

年 

5

年 

6

年 

1 月 

避難訓練・引き渡し訓練 教育実習（～19(金)） 

職員学区訪問のため 5 時間  国際理解教室  

3 年障がいについて考える交流会 

5 5 5 5 5 5 

2 火 
6 年体育大会  職員学区訪問のため 5 時間  

国際理解教室  
5 5 5 5 5 ６ 

3 水 
すくペイ集金日  1 年公園探検 

４，6 年歯科検診 
4 4 4 4 4 4 

4 木 国際理解教室 4 年遠足（吾妻山） 5 5 6 6 6 6 

5 金 側湾検診（対象者） 4 5 6 6 6 6 

6 土               

7 日               

8 月 ロング昼休み（掃除なし） 4 5 5 6 6 6 

9 火 6 年体育大会予備  5 5 6 6 6 6 

10 水 

4 年社会見学（浄化センター6･7 組）  

6 年卒業アルバム写真撮影(個人・クラス・委員会)   

委員会③ 1 年公園探検 

4 4 4 4 5 5 

11 木 1，3 年歯科検診 5 5 6 6 6 6 

12 金 
4 年社会見学（浄化センター1･5 組）  

6 年選挙教室      1，2，3 年集会（朝） 
4 5 6 6 6 6 

13 土               

14 日               

15 月 水泳学習開始  4 5 5 6 6 6 

16 火 4 年社会見学（浄化センター2･3･4 組）  5 5 6 6 6 6 

17 水 下校指導 4 4 4 4 4 4 

18 木 
4，5，6 年集会（朝）教員の研究会ため全学年 4 時間 

3，5 年歯科検診 
4 4 4 4 4 4 

19 金 1，３，5 年ＰＴＡ会費集金  4 5 6 6 6 6 

20 土               

21 日               

22 月 1 年生お話しボランティア 4 5 5 6 6 6 

23 火   5 5 6 6 6 6 

24 水 6 年卒業アルバム写真撮影(クラブ写真) クラブ③  4 4 4 4 ５ ５ 

25 木 学校公開（9 時 30 分から 12 時） 5 5 6 6 6 6 

26 金 
学校公開（9 時 30 分から 12 時）1 年お楽しみ会 

         2，４，6 年ＰＴＡ会費集金  
4 5 6 6 6 6 

27 土               

28 日               

29 月   4 5 5 6 6 6 

30 火   5 5 6 6 6 6 

下校時刻 4 校時 13:25、5 校時 14:45、6 校時 15:35（委員会 14:15、クラブ 14: 30 終了） 

学校公開日に「水泳学習」「ことばの教室」は 

公開を行っておりません。 


